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Ⅳ 郷土資料館事業 

 

１ 展示 

 (１) 常設展示 

   富士山の信仰、富士山麓の動物・自然などの常設展示を行った。 

 
(２) 企画展示 

  ア 「富士講と人穴」展（巻末資料ⅰ） 

   期 間：平成 29 年 7 月 8 日（土）から平成 29 年 11 月 19 日（日）まで 

   内 容：人穴富士講遺跡と、そこを訪れた富士講の人々について紹介。 

 

  イ 「神戸麗山と富士宮」展（巻末資料ⅱ） 

   期 間：平成 29 年 12 月 9 日（土）から平成 30 年 3 月 25 日（日）まで 

   内 容：富士山の絵を多く残した幕末期の地方画家・神戸麗山の作品や暮らしぶりを紹介。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (３) その他の展示 

  ア 長屋門「歴史の館」（現在は閉館） 

    長屋門「歴史の館」では、「絹本著色富士曼荼羅図」の複製の展示や、富士宮市の歴

史年表、世界遺産構成資産の紹介パネルなどの展示を行うとともに、富士宮市観光ボラ

ンティアガイドの会が常駐し、展示解説を行った。 

 

(４)展示会関連事業 

ア 展示解説 

    各企画展示において、担当学芸員による展示解説を実施した。 

  表３ 展示解説実施一覧 

展示会名 実施日 担当 

「富士講と人穴」展 
平成 29 年 ７月 ８日 

平成 29 年 10月 21日 
学芸員 松本将太 

「神戸麗山と富士宮」展 平成 30 年 １月 20日 郷土資料館長 渡井一信 

写真 29 「富士講と人穴」展 写真 30 「神戸麗山と富士宮」展 
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イ 「富士講と人穴」展関連講座 

 実施日：平成 29 年９月９日（土） 

 場 所：富士宮市民文化会館 練習室１ 

 講師・内容：渡井一信（富士宮市立郷土資料館長） 

     「史跡富士山人穴富士講遺跡調査報告書の刊行にあたって」 

     増田亜矢乃（元富士宮市教育委員会職員） 

     「人穴参詣と碑塔造立」 

 参加者：31 人 

 

ウ 「富士講と人穴」展関連講演会 

   実施日：平成 29 年 11 月 18 日（土） 

   場 所：富士宮市民文化会館 第３展示室 

   講師・内容：大高康正（静岡県富士山世界遺産センター准教授） 

       「三重県伊勢・志摩地域の富士講と富士先達」 

参加者：41 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 資料収集・保存管理 

 

 (１) 資料収集 

  表４ 郷土資料収集品一覧 

受入月 内容 収集方法 

平成 29 年 0４月 民俗資料 0７点 個人寄贈 

平成 29 年 0６月 歴史資料 0２点 個人寄贈 

平成 29 年 0９月 戦争関係資料 17 点 個人寄贈 

平成 29 年 10 月 

歴史資料 0３点 個人寄贈 

民俗資料 0１点 現地採集 

民俗資料 0１点 個人寄贈 

平成 29 年 11 月 歴史資料 0 一式 個人寄贈 

写真 31「富士講と人穴」展 展示解説 写真 32 「富士講と人穴」展 関連講演会 
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民俗資料 11 点 個人寄贈 

平成 29 年 12 月 民俗資料 0６点 個人寄贈 

平成 30 年 １月 歴史資料 0５点 個人寄贈 

平成 30 年 ２月 
映像資料 14 点 個人寄贈 

歴史資料 0４点 個人寄贈 

 

 (２) 保存管理 

  ア 収蔵品くん蒸事業 

   日 時：平成 29 年９月 15 日(金)から９月 17 日（日）まで 

   場 所：被覆くん蒸（埋蔵文化財センター収蔵庫内）（富士宮市長貫 747-1） 約 40 ㎥ 

       埋蔵文化財センター収蔵庫                   約 600 ㎥ 

       埋蔵文化財センター別棟                    約 550 ㎥ 

       柚野収蔵庫（富士宮市下柚野 361-1）               約 300 ㎥ 

   内 容：埋蔵文化財センター収蔵庫内で、被覆くん蒸法により、薬品名エキヒュームＳ

による殺虫・殺カビくん蒸を実施した。あわせて、埋蔵文化財センター収蔵

庫・同別棟・柚野収蔵庫では、薬品名ブンガノンによる殺虫処理を実施した。

（施工業者：関東港業株式会社） 

 

 

３ 古文書等解読刊行事業 

 

 (１) 旧北山村役場文書刊行事業 

   旧北山村役場文書（富士宮市教育委員会所蔵）は、旧北山村の地方文書や北山用水関係

資料などが含まれ、当時の富士宮市北部地域の生活を知る上で貴重な資料群である。今年

度は昨年度までの調査成果を『旧北山村役場文書』にまとめ、刊行した。 

   書  名：『旧北山村役場文書』 

   編  集：富士宮市教育委員会 

発行年月：平成 30 年３月 

頁  数：口絵４頁、本文 193 頁 

内  容：概説、各論（「寛永期以降の北山

村支配者」、「北山用水と用水組

合」）、文書翻刻（抜粋）、文書

目録 

頒布価格：1 冊 1,000 円（富士宮市教育委員

会文化課及び埋蔵文化財センター

で販売） 

 

写真 33 旧北山村役場文書 
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Ⅴ 歩く博物館事業 

 

１ 探索会 

 

 (１) 市主催探索会 

 

  第１回 

   日 時：平成 29 年５月 24 日（水） 

   場 所：上稲子地区「平家落人伝説の里をたずねるコース」 

   講 師：渡井一信（郷土資料館館長） 

   参加者：41 名 

 

  第２回 

   日 時：平成 29 年 10 月 31 日（火） 

   場 所：黒田・山本地区「山本勘助と俳人梅市の里をたずねるコース」 

   講 師：渡井正二（歩く博物館解説員） 

   参加者：40 名 

 

  第３回（巻末資料ⅲ） 

   日 時：平成 30 年３月 14 日（水） 

   場 所：白糸地区「火伏念仏と内野区の歴史をめぐる特別コース」 

   講 師：松本将太（文化課学芸員） 

   参加者：20 名（定員制） 

 

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

２ 標柱・説明板整備 

 歩く博物館の S コース（上柚野・猫沢地区）と T コース（下柚野・大鹿窪地区）において、

説明板２基、標柱 11 基の整備を行った。あわせて、老朽化した標柱・説明板の表示の修正

を行った。また、C コースの芝山浅間神社説明板について、世界遺産の構成資産である人穴

富士講遺跡との関連を示す説明板の建替を行った。 

写真 34 探索会（黒田・山本地区） 写真 35 探索会（内野地区） 
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Ⅵ その他の事業 

 

１ 問合せ対応 

  富士宮市の歴史や民俗などに関する、市内外からの問合せに対応した。要請に応じ、講座

等の説明・案内を行った。 

 

２ 小中学校総合学習への対応 

  市内小中学校の総合学習（富士山学習）の一環として、児童・生徒の訪問・質問に対応し

た。また、各学校を訪問し講話を行った。 

 

３ 講師派遣 

 

 (１) 富士山まちづくり出前講座 

   富士山まちづくり出前講座は、市民の自主学習の支援や市政の広報のために設けられた

もので、平成 29 年度も文化課職員が講師となり、小学校や公民館において、「ふるさと

の歴史を学ぶ」と題して講座を開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 36 標柱 写真 37 芝山浅間神社説明板 

表５ 平成 30 年度富士山まちづくり出前講座実施一覧 
場所 対象 実施日 内容 

第二中学校 生徒 平成 29 年 ５月 11日 歩く博物館コース解説 
第一中学校 生徒 平成 29 年 ５月 19日 歩く博物館コース解説 
柚野中学校 生徒 平成 29 年 ７月 ７日 学校区の歴史 
駅前交流センター 一般 平成 29 年 ７月 21日 幕末の富士宮 
駅前交流センター 一般 平成 29 年 ９月 13日 浅間大社の歴史 
大富士中学校 生徒 平成 29 年 ９月 15日 学校区の歴史 
第一中学校 生徒 平成 29 年 10 月 ５日 総合学習質問への対応 
柚野中学校 生徒 平成 30 年 １月 13日 学校区の歴史 
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Ⅵ 文化財調査 

 
１ 富士宮市内「火の見櫓」調査 
(１) 調査の目的 

昭和 20 年代から 40 年代にかけて、全国的に数多くの火の見櫓が設置された。当時の  

火の見櫓は、火災の早期発見、消防団の招集、地域内への警鐘の発信などに使われていた見

張台としての役割を持つものであった。その後、各自治体による消防本部・消防署の機能拡

充が進み、また電話の普及による通報体制の整備や、半鐘に代わりサイレンや防災行政無線

などが取入れられたことなどにより、その役目を終えた火の見櫓も多い。 

現在、それらの多くは老朽化や耐震安全性の問題から、あるいは設置場所の有効活用など

の理由で撤去されている。一部ではその高さを利用して消防団が使用したホースの乾燥など

に使われていたこともあったが、撤去されてウインチを用いたホース乾燥塔が替わりに設置

される事例が増えている。また、残されたものについては役目を終えたのち、その存在さえ

も気付かれぬまま、ひっそりと佇んでいるのが現状である。 

本調査は、平成 29 年度末（平成 30 年３月 31 日）現在で、富士宮市内に現存する火の見

櫓 22 基を確認し、記録保存しようと試みたものである。なお、過去に存在した火の見櫓に

ついても、現在、富士宮市消防本部に保存される「消防団詰所台帳」※註１に記録が残る 47

基（記録写真をもとに確認した 2 基を含む）をその対象として取り扱った。 

  

(２) 富士宮市における「火の見櫓」の呼称 

   火の見櫓については、その脚部だけをとっても、半鐘を吊り下げるだけの「一本脚型」や、

梯子だけの「二本脚型」から、見張台を設けた櫓状となる「三本脚型」、「四本脚型」と多

くのバリエーションが存在する。また、全国各地方によってその呼称も違っているため、本

稿では富士宮市の「消防団詰所台帳」にある「望楼」と「半鐘塔」の２つに分類した。※註２ 

 

(３) 富士宮市に現存する「火の見櫓」 

平成 29 年度末において、確認できた「火の見櫓」は 22 基である。（表６『富士宮市内に

現存する「火の見櫓」一覧』・図４『富士宮市内に現存する「火の見櫓」分布図』・図５

『富士宮市内に現存する「火の見櫓」（写真）』）これら 22 基のうち 15 基を「望楼」

（A）、７基を「半鐘塔」（B）として分類した。※註３ 

ここで言う「望楼」は火災の早期発見を主目的として見張台を持つ櫓状のもので、周辺部

に見通しが効く場所を選んで建てられており、その高さは概ね 10ｍ以上のものであること

から、支える脚はすべて「四本脚型」である。 

一方、「半鐘塔」は、その脚が「一本脚型」、「二本脚型」、「三本脚型」、「四本脚型」

があり※註４、基本的に見張台を持たないものである。半鐘の打鐘による消防団の招集、地

域内への警鐘の発信などを主目的に建てられたものと理解する。 
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(４) 富士宮市に現存する「火の見櫓」の分類 

Ａ 望楼 

現存する望楼 15 基を材質、脚・屋根（避雷針・風向計は不定）・見張台の形状等の特

徴から細分類した。 

Ａ－１(８基）  

材質は鋼材で脚４本、屋根があり、円形に巡らす見張台が１カ所あるもの。 

①上小泉(NO.３) ②神成(NO.４) ③元村山(NO.６) ④北山横道(NO.８) 

⑤北山中井出(NO.10) ⑥上条上区(NO.12) ⑦上井出上宿(NO.14)  ⑧原(NO.20) 

  Ａ－２(２基) 

材質は鋼材で脚４本、屋根があり、円形に巡らす見張台が２カ所（２層）あるもの。    

①星山(NO.２) ②下条妙蓮寺前(NO.11) 

  Ａ－３(１基) 

材質は鋼材で脚４本、屋根があり、方形（箱型）の見張台が１カ所あるもの。 

①荻平(NO.17) 

 Ａ－４(２基) 

材質は鋼材で脚４本、屋根があり、方形の一方向に張り出す見張台が１カ所あるもの。 

          ①人穴(NO.16) ②猪之頭上村(NO.18) 

 Ａ－５(１基) 

材質は鋼材で脚３本、屋根があり、方形の一方向に張り出す見張台が１カ所あるもの。 

   ①富士丘(NO.19) 

 Ａ－６(１基) 

材質は鋼材で脚４本、屋根がなく、円形に巡らす見張台が１カ所あるもの。 

   ①北山辻坂(NO.９) 

 

Ｂ 半鐘塔 

現存する半鐘塔７基を材質、脚、梯子の有無等により細分類した。 

  Ｂ－１(１基)  材質は鋼材で脚３本、屋根があり、半鐘まで梯子有り。 

    ①広見(NO.15)  

  Ｂ－２(１基) 材質は鋼材で脚１本、梯子なし。  

     ①石原(NO.５)  

  Ｂ－３(１基)  材質はコンクリート柱１本、半鐘まで梯子有り。 

     ①北山東下組(NO.７) 

  Ｂ－４(３基)  材質はコンクリート柱１本、半鐘までステップボルト。 

     ①外神和田(NO.１) ②上精進川(NO.13) ③熊久保(NO.21) 

  Ｂ－５(１基)  材質は木柱１本、半鐘までステップボルト。 

    ①西山(NO.22) 

  

(５) 富士宮市内において撤去された「火の見櫓」 

現在は既に撤去された「火の見櫓」で富士宮市「消防団詰所台帳」に記録が残るものは

46 基であった。その他、記録写真から確認できたもの１基があるため、今回の調査で確認
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できた既に撤去された「火の見櫓」は 47 基であった。（表７『富士宮市内において撤去さ

れた「火の見櫓」一覧』・図６『富士宮市内において撤去された「火の見櫓」分布図』・図

７『写真に残る富士宮市内の撤去された「火の見櫓」』）※註５ 

これら 47 基の内訳は、富士宮市「消防団詰所台帳」の記載から、「望楼」が 37 基、「半

鐘塔」が 10 基であった。 

 

(６)  むすびに 

「火の見櫓」の多くは老朽化や耐震安全性の問題から、既に撤去されたものがほとんどで

ある。今回の調査で確認した大小 22 基の「火の見櫓」についても、今後、安全性の立場か

ら撤去に向けた議論が進むと考えられる。旧芝川町管内の資料が不明なため、全富士宮市の

立場からは悉皆調査に至らなかったが、こうした時点での調査であるから、遅きに失したと

思う反面、貴重な資料として記録保存の措置がとれたことは、次世代への継承という視点か

ら有意義なものであった。 

      （調査者：郷土資料館長 渡井一信） 

（脚註） 

※註１ この台帳は、消防団詰所が各自治体により設置されるものであることから、富士宮市の

財産台帳として記載されたものである。したがって、平成 22 年３月に旧芝川町と合併す

る以前の富士宮市管内の台帳と旧芝川町管内の台帳が存在したものと考えられるが、現

在、合併以前の富士宮市管内の台帳は確認できるものの、旧芝川町管内の台帳は確認さ

れていない。 

※註２ 富士宮市「消防団詰所台帳」は、昭和期（昭和 50 年代中頃の調査か）に作成されたもの

と、平成期(平成初期～平成 10 年代前半）に作成されたものが存在している。昭和期の

台帳には、「望楼」と「火の見」があり、平成期の台帳には「火の見」と「半鐘塔」に

分類されていた。両者の分類の基準に従えば、昭和期台帳の「望楼」と平成期の「火の

見」が一致し、昭和期台帳の「火の見」は平成期台帳の「半鐘塔」に当たる。 

なお、今回、確認できた「火の見櫓」69 基のほとんどは昭和期の台帳に記載されたもの

であるが、平成期の台帳のみに記載がある１基、及び現地踏査で新たに発見した５基と

台帳以外から写真が確認された２基（計８基）は、昭和期・平成期の台帳に記載が見ら

れなかった。 

※註３ 各個体の詳細は『平成 29 年度未指定文化財調査事業 富士宮市の「火の見櫓」調査票』

（富士宮市立郷土資料館、2018）による。 

※註４ 「火の見櫓」の「脚４本型」はほとんど「望楼」であるが、唯一の例外として、宮町に

あったもの（撤去）は「四本脚型」だが、見張台を持たないものとして記録されている。

また、今回の現地調査で新たに「一本脚型」のものが発見されたが、これらは台帳にな

いものであった。 

※註５ 表６『富士宮市内に現存する「火の見櫓」一覧』の登録番号を NO.１～NO.22 としたので、

表７『富士宮市内において撤去された「火の見櫓」一覧』の登録番号を NO.101～NO.147

とした。 

（参考文献） 「消防年報 平成 29 年度版」（富士宮市消防本部、2018） 

「火の見櫓 地域を見つめる安全遺産」（火の見櫓からまちづくりを考える会、2010） 
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 図４ 富士宮市内に現存する「火の見櫓」分布図 
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１ 外神和田 2 星山 ３ 上小泉 ４ 神成 ５ 石原 

     

６ 元村山 ７ 北山東下組 ８ 北山横道 ９ 北山辻坂 10 北山中井出 

     

11 下条妙蓮寺前 12 上条上区 13 上精進川 14 上井出上宿 15 広見 

     

16 人穴 17 荻平 18 猪之頭上村 19 富士丘 20 原 

     

21 熊久保 22 西山 ※1 馬飼野牧場内 ※２ 市役所内  

    

※１ 内野川久保
の望楼を昭和 50
年 代 に 移 設 保
存。※２ 平成
17 年、第５分団
詰所の移転を機
に、附帯する火
の見櫓(望楼)を
市役所東南隅に
モニュメントと
して保存。 

図５ 富士宮市内に現存する「火の見櫓」（写真） 
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望 楼 

半鐘塔 

図６ 富士宮市内において撤去された「火の見櫓」分布図 
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図７ 写真に残る富士宮市内の撤去された「火の見櫓」 
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No 地区名 所在地 形態 高さ 材質 脚
屋

根

見

張

台

半

鐘

銘

板

信

号

表

避

雷

針

サイ

レン

同

報

無

線

備　　　考

1 外神和田 外神682 半鐘塔  5.5m コンクリート柱 1 〇

2 星山 星山602－1 望　楼 15.6ｍ 鋼　材 4 〇 〇 〇 〇 〇

3 上小泉 小泉1558－2 〃 11.8ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 神成 村山55－34 〃 12.3ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇

5 石原 村山94－2地先 半鐘塔 3ｍ 〃 1 〇 〇 〇 〇

6 元村山 村山1242－4 望　楼 16.2ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 〇

7 北山東下組 北山5036－2 半鐘塔 5ｍ コンクリート柱 1 〇

8 北山横道 北山4536－1 望　楼 18.5ｍ 鋼　材 4 〇 〇 〇 〇

9 北山辻坂 北山3310－1 〃 14.3ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇

10 北山中井出 北山2831 〃 7.9ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 昭和43年建設

11 下条妙蓮寺 下条719 〃 18.5ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 〇 昭和29年建設

12 上条上区 上条1557 〃 10.7ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 〇 昭和30年建設

13 上精進川 精進川129－5 半鐘塔 8ｍ コンクリート柱 1 〇

14 上井出上宿 上井出354－2 望　楼 9.0ｍ 鋼　材 4 〇 〇 〇

15 広見 人穴511ｰ1 半鐘塔 6.2ｍ 〃 3 〇 〇 昭和32年建設

16 人穴 人穴121－3 望　楼 7.4ｍ 〃 4 〇 〇 〇

17 荻平 人穴756－87 〃 7.6m 〃 4 〇 〇 〇 〇

18 猪之頭上村 猪之頭634 〃 11.0ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇

19 富士丘 根原452 〃 8.6ｍ 〃 3 〇 〇 〇

20 原 原932－1 〃 13.0ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 〇

21 熊久保 半野583－2 半鐘塔 9ｍ コンクリート柱 1 〇

22 西山 西山347 〃 6.75ｍ 木　柱 1 〇

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　〇有

表６   富士宮市内に現存する「火の見櫓」一覧 
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No 地区名 所在地
管轄

消防団
形態 高さ 材質 脚

屋

根

見

張

台

半

鐘

避

雷

針

サイ

レン

同

報

無

線

備　　　考

101 中央町 中央町2－1 第1分団 望　楼 11.7ｍ 鋼　　材 4 〇 〇 〇 〇 － － 昭和38年建設

102 大宮町 元城町6－15 第2分団 〃 12.7ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 〇 － 昭和7年建設

103 宮町 宮町1－1 第3分団 半鐘塔 12.4ｍ 〃 4 〇 〇 － － － 昭和41年建設

104 西町 西町10－6 第4分団 望　楼 11.9ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 － 〇

105 東町 東町1201－4 第5分団 〃 18.5ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 － 〇 現東町９－６

106 淀平町 淀平町50 第6分団 〃 13.1ｍ 〃 4 〇 〇 〇 － －
107 青木 青木1155 第6分団 〃 13.5ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 － 〇

108 外神 外神8－1 第6分団 〃 13ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 － －
109 大中里 大中里784－1 第7分団 〃 13.7ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 － －
110 万野原新田 万野原新田3993－9 第8分団 〃 14.8ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 〇 －
111 野中 野中552－6 第9分団 〃 15.5ｍ 〃 4 〇 〇 〇 － 〇 昭和25年建設

112 沼久保 沼久保1-1 第10分団 〃 － 〃 4 〇 〇 〇 〇 － － 昭和37建設

113 沼久保 沼久保1114 第10分団 半鐘塔 6.2m 〃 3 〇 〇 〇 － 昭和35年建設

114 安居山 安居山604-2 第10分団 望　楼 10.5ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 〇

115 安居山別所 安居山894-3　 第10分団 半鐘塔 6.2m 〃 3 〇 〇 〇 －
116 黒田 黒田270－3 第11分団 望　楼 13ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 － 昭和38年建設

117 山本 山本109ｰ3 第12分団 〃 15.1ｍ 〃 4 － 〇 〇 －
118 小泉1区 小泉329－1 第12分団 〃 17.6ｍ 〃 4 〇 〇 － － － 昭和27年建設か

119 杉田 杉田689－1 第13分団 〃 15.8ｍ 〃 4 － 〇 〇 〇 －
120 小泉 小泉1880－1 第14分団 〃 18.2ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 〇

121 大岩2区 大岩997－1 第14分団 〃 12.3ｍ 〃 4 － 〇 〇 〇 －
122 石原 粟倉2294－1 第15分団 半鐘塔 － コンクリート柱 1 〇 〇 〇 〇 － － 屋根・望楼部鋼材

123 二又 粟倉1291－7 第15分団 望　楼 12.3ｍ 鋼　　材 4 － 〇 〇 －
124 山宮 山宮1573－1 第16分団 〃 15.8ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 〇

125 北山下組 北山823－1 第17分団 〃 13.9ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 － 昭和42年建設

126 北山上組 北山1529－4 第17分団 〃 15.2ｍ 〃 4 － 〇 〇 〇 －
127 馬見塚 馬見塚400－1 第18分団 〃 14.6ｍ 〃 4 － 〇 〇 －
128 上条下 上条497－1 第18分団 〃 － 〃 4 〇 〇 〇 〇 〇 －
129 精進川 精進川436－1 第19分団 〃 14.9ｍ 〃 4 － 〇 〇 〇

130 下条上区 下条436－1 第19分団 〃 17ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 〇

131 上井出新田 上井出135－1 第20分団 〃 12.6ｍ 〃 4 － 〇 〇 〇 －
132 上井出東 上井出2233－3 第20分団 半鐘塔 9.5ｍ 〃 3 〇 〇

133 上井出下村 上井出639 第20分団 望　楼 17.8ｍ 〃 4 － 〇 〇 〇 －
134 芝山 上井出880－2 第20分団 半鐘塔 8.9ｍ 〃 3 － 〇 －
135 猪之頭大橋 猪之頭1564 第21分団 望　楼 9.4ｍ 〃 4 〇 〇 〇 －
136 猪之頭中村 猪之頭160－4 第21分団 〃 15ｍ 〃 4 － 〇 〇 〇 〇 〇

137 猪之頭中村 猪之頭416 第21分団 〃 11.3ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 － 五斗目木

138 猪之頭撫川 猪之頭488－1 第21分団 半鐘塔 7.4ｍ 〃 3 〇 〇 －
139 麓 麓61－2 第21分団 〃 5.5ｍ 〃 3 〇 〇 －
140 根原 根原543 第21分団 〃 5.3ｍ 〃 3 〇 〇 －
141 狩宿 狩宿78－4 第22分団 望　楼 8.2ｍ 〃 4 〇 〇 〇 〇 －
142 半野 半野218 第22分団 〃 9.8ｍ 〃 4 〇 〇 〇 － －
143 佐折 佐折57－1 第22分団 〃 7.2ｍ 〃 4 〇 〇 〇 － － －
144 横手沢 内野22－1 第22分団 半鐘塔 7.2ｍ 〃 2 〇 －
145 内野川久保 内野327－3 第22分団 望　楼 13.3ｍ 〃 4 〇 〇 － 〇 〇 〇 馬飼野牧場内移設

146 足形 内野1030－5 第22分団 〃 8.3m 〃 4 〇 〇 〇 －
147 内房 内房3212－3 第26分団 〃 － 〃 4 〇 〇 〇 － － －

　　 〇有　　－不明

表７   富士宮市内において撤去された「火の見櫓」一覧 
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資料ⅰ「富士講と人穴」展配布資料 
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「神戸麗山と富士宮」展 
 
神
か ん

戸
べ

麗
れ い

山
ざ ん

は、江戸時代後期に京都画壇の岸派に学んだ画家である。庵原郡北松野村
（現富士市北松野）出身の麗山は、京都で学んだのち郷里に帰り、大宮町（現富士宮市）
にもしばしば立寄ったことが、大宮町の町役人であった角田桜岳が記した『角田桜岳日記』
に見られる。二人の交流を通して、麗山が富士宮市内に残した痕跡をたどるとともに、江
戸時代の富士山西南麓における地域文化の様相を紹介する。 

 

神戸麗山 
（略年譜） 

年  号 西暦 年齢 事            跡 

享和２年 1802 1 歳 

9 月 23 日、庵原郡北松野村（現富士市北松野）に医者の長男として生まれ
る。父は好吉、毋はのぶ。幼名は信之、後に驎と改める。通称は内蔵之
助、麗山と号した。 

文化 13 年 1816 15 歳 この頃、沼津の画工大平喜慶に画を学ぶ。 

文政９年 1826 25 歳 家を弟柳恭に譲り京都に上り、岸岱に師事する。 

天保 11 年 1840 39 歳 
京より帰郷し富士山周辺を遊学後、有度山麗（現静岡市清水区谷田）に住
み富士の画を好んで描く。 

天保 12 年 1841 40 歳 

上京の折、岸岱から「白石」の名を与えられる。（命名の書に「名白石・
字白石・号白石・別号麗山・天民堂・萬寿無彊・天保辛丑冬与之・同功筑
前介岸岱」とある）更に「不二庵」の扁額や、清原宣明卿から「金鳳亭」
の扁額を賜わる。角田桜岳が日記を付け始め、麗山との交遊がしばしば記
される。 

弘化２年 1845 44 歳 北松野の領主であった荻氏の居館絵図である「荻殿古城跡之図」を描く。 

嘉永６年 1853 52 歳 麗山画による絵馬「巳の図」が下条日吉神社に奉納される。 

安政３年 1856 55 歳 庭田重胤卿（権大納言）の知遇を得る。 

安政４年 1857 56 歳 重胤卿が幣使として東下の際麗山は卿に愛蔵の富士石を贈る。 

安政５年 1858 57 歳 

重胤卿のもとめによって「富岳図」を画き贈ったところ、重胤卿はこれを
孝明天皇に献じた。天皇はこの画を賞賛されたことから重胤卿より「天
覧」の印章を麗山に賜わる。 

万延元年 1860 59 歳 麗山画による絵馬「富士山図」が奉納される。 

文久２年 1862 61 歳 
上京して中御門家から富士亮の通称を賜わる。５月１７日死去。静岡市清
水区谷田の東光寺に葬られる。（法名・富山麗照居士） 

 
神戸麗山は、享和２年（1802）９月 23 日、北松野村に生まれた。家は代々医者の家系

として、父好吉、母のぶの長子で、幼名を信之、通称を内蔵之助といった。麗山はその号
である。初め、家業を継ぐべくしばらく医業を志したというが、生来絵が好きだったので、１４、
５才の頃から沼津の画工大平喜慶に就いて絵を学んだという。 

文政９年（1826）、絵で身を立てようと家を弟の柳恭に譲り、京都に上ったという。当時、 

岸派として画名が天下に聞えていた岸
が ん

駒
く

(1749～1838)、岸岱
が ん た い

(1782～1865)の画風を敬慕 
していた彼は岸岱の門をたたき画の道に入った。 

岸岱の門に入って京に留り、画業を研鑽すること数年、その技が多いに進んだので帰
郷し、画名が次第に郷里に広まった。その後、駿河・遠江・伊豆・甲斐の諸国を遍歴し、富
士を描き続けた。その富士の絵は「麗山の富士」と称され有名となり、近国にその画名を知
られるようになる。 

麗山は、谷田（静岡市清水区）辺りから眺めた富士山が気に入り、一庵を結んで起居し、
富士を描き続けた。その間、時折京に上り、師の岸岱を初め同門の画家達と交遊し、天保
12 年(1841)に上洛した際には、岸岱から白石の名を与えられている。 

資料ⅱ「神戸麗山と富士宮」展配布資料 
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富士山奉納絵馬「富士山図」 

（万延元年･1860 浅間大社蔵） 
 

安政４年(1857)に、庭田重胤（権大納言）卿の知遇を受けると、そのもとめによって富岳

図を画き贈った。重胤卿はこれを孝明天皇に献じたところ、天皇のお賞めにより「天覧」の

印を賜ったという。 
麗山は、平生酒を好み、連日痛飲することもしばしばであった。大宮町の町役人であっ

た角田桜岳との交流もお互いが酒を好んだという点で、通じるものがあったと考えられる。
しかし、その画風はいかにも壮勁で岸派の筆勢を継ぐものとして、遺作は近郷に多い。 

後に、同門の山梨
や ま な し

鶴山
か く ざ ん

、柴田
し ば た

泰山
た い ざ ん

と並び称せられ、庵原三山（鶴山・泰山・麗山）と呼 
ばれるなど、富士山本宮浅間大社蔵の「富士山図」をはじめ、その筆勢は高く称讃されて
いる。 

 文久２年（1862）５月１７日、６１才で没した。静岡市清水区谷田東光寺と郷里富士市北

松野に墓がある。法名を冨山麗照居士という。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
神戸麗山と富士宮 

 

神戸麗山は、岸派の創始者である岸駒の長男岸

岱に師事しその才能を磨いたことから、同じ庵原郡出

身で同門であった山梨鶴山、柴田泰山とともに、「庵

原三山」とよばれ、郷土の人々に京都の画風を伝え

ている。 

麗山は京都で学んだのち、駿河国有度郡谷田（現

静岡市）に小庵を構え画作に励む。天保 12 年(1841)

上京の際には、岸岱から「白石」の名を与えられる。ま

た、麗山はその後、孝明天皇に献じた画により「天覧」

の印を賜っている。 

一方、大宮町の町役人であった角田桜岳は、天保 12 年から慶応 2 年（1866）までの約

26 年間にわたり、『角田桜岳日記』を記しており、日記には桜岳と麗山が酒を酌み交わし

ながら富士山や周辺の話をする場面が多く見られるなど、この時期大宮町や黒田村に滞

在し、好んで富士山や白糸の滝の絵などを描いていたようである。 

神戸麗山墓 
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）
當
国
庵
原
郡
北
松
野
村 

 

五
月
十
七
日 

俗
名 

 
 

 
  

 
 

畫
名 

神
戸
内
蔵
助 

 

麗
山 

享
年
六
十
一
歳 

（
正
面
）
舘
空
冨
山
麗
照
居
士 

位 

（
左
面
）
文
久
二
壬
戌
年 

 
 

行
年 

五
月
十
七
日 

 
 

 

六
十
二
歳 

（
右
面
）
施
主 

 

駿
府
研
屋
町 

 
 

 
 

 
 

 

し
ろ
が
ね
屋 

神戸麗山墓 

（静岡市谷田東光寺） 
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（左）「富士山表口真面之図」 

（初版）興法寺三坊発行 

現在、市内に残る麗山の作品には、浅間大社所蔵

の富士山奉納絵馬「富士山図」や下条日吉神社の奉

納絵馬、市民所蔵品などがある。また、村山興法寺

三坊発行の「富士山表口真面之図」（初版）を描いて

いることでも知られている。 

 

 

 

富士山頂の蹲
そん

虎
こ

碑
ひ

 

富士村山池西坊が施主となって、岸岱作の虎の画の碑を頂上へ建
てたことが、大宮町の町役人角田桜岳の日記に記されている。 

裏面には『富士山記』の一文が刻されている。（『本朝文粋』巻十二）  
平安時代前期の漢詩人・都良香の文章。 富士山頂の風景が描か

れており、作者自身が登山したか、あるいは実際に登山した者から聞
いた話が元になっていると考えられている。 

その文中に、「富士山頂は平らになっており、中央は窪んでいる。窪
みには虎がうずくまった形の大岩がある。窪みからはいつも蒸気があが
っている。」という記述がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神戸麗山の作品 

展示している麗山の作品 13 点それぞれには、『麗山』の号が書かれている。ただ、弘化

２年（1845）に郷里北松野の領主であった荻氏の居館を描いた絵図である「荻殿古城跡之

図」は、画号である麗山ではなく、本名の「神戸内蔵助」とあり、画業を越える縁を込めたも

のとも受け取れる。麗山は好んで富士山を描いていることから、その作品数も多い。今回、

展示している富士山の画は５点である。万延元年（1860）富士山に奉納された「富士山図」、

麗山の墓がある静岡市清水区谷田の東光寺に残る「富士山図」、村山三坊蔵版の「富士

山表口真面之図」、嘉永５年（1852）に描かれた「富士山図」、富士と鶴を秀麗に纏めた

「富士浮島沼之図」の５点である。これらの署名には、『麗山（印）』、『麗山驎（印）』、『麗山 

富士山頂の蹲虎碑 

「
角
田
桜
岳
日
記
」 

天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
八
月
九
日
条 

翻
刻 

保
之
助
咄
し
候
者
、
村
山
ゟ
不
二
頂
上
へ
建

候
蹲
虎
碑
も
一
昨
日
十
一
日
目
ニ
而
無
難
ニ

登
り
候
よ
し
、
右
碑
の
上
ヶ
方
一
合
目
ゟ
宝

永
山
南
西
の
方
へ
出
し
、
夫
よ
り
真
直
ニ
九

合
目
迄
為
登
、
胸
付
ニ
懸
候
処
、
こ
ゝ
は
最

初
ゟ
皆
々
六
ヶ
敷
可
有
之
存
候
と
こ
ろ
、
一

番
ら
く
〳
〵
と
登
り
候
よ
し
、
胸
付
つ
き
ハ

千
鳥
に
身
か
ら
す
ら
登
り
候
と
こ
ろ
、
直
ニ

登
り
、
上
ニ
而
馬
の
荷
縄
又
は
細
引
な
と
つ

け
引
候
処
、
人
足
十
六
人
は
只
石
の
台
の
や

う
に
成
、
か
た
へ
の
せ
候
計
り
ニ
而
上
ニ
而

引
、
下
よ
り
ハ
お
し
あ
け
候
ニ
随
ひ
足
を
は

こ
び
候
処
、
何
の
苦
も
な
く
上
り
、
直
様
頂

上
へ
建
、
一
同
下
山
い
た
し
候
よ
し
承
る 

解
説 

蹲
虎
の
碑
を
富
士
山
頂
へ
引
き
上
げ
た
時
の

様
子
を
記
す
。
碑
は
一
合
目
か
ら
宝
永
山
の

南
西
へ
出
、
そ
こ
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
九
合
目

ま
で
登
っ
た
と
い
う
。
胸
付
（
胸
突
八
丁
）

は
難
所
だ
が
、
千
鳥
に
登
る
と
こ
ろ
ま
っ
す

ぐ
に
登
り
、
一
番
楽
々
と
登
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。 



- 41 - 
 

「荻殿古城跡之図」 

弘化２年（1845） 

 白石（印）』という使い分けがみられる。 

 

鳥獣画では、『虎』の画が２点、『巳（蛇）』が２点、

『龍』が１点、『鶴』（前出「富士浮島沼之図」）１点を

展示している。麗山はまた、白糸の滝も好んで描い

ており、東光寺蔵の「白糸の滝図」は写生をもとにし

た実景図である。 

 
 
 

 
 

神
戸
内
蔵
助 

神戸麗山の作品 

「釈迦涅槃図」 

文政 11 年（1828）２月仏滅日 画 

（富士市北松野妙松寺蔵） 

落款「麗山神戸驎写」 

「虎の図」    「龍の図」 
（富士宮市立郷土資料館蔵） 
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角田桜岳と神戸麗山の交流 

角田桜岳は書画骨董を好み、北松野村に生まれた画家の神戸麗山

を寄宿させている。桜岳は文化 12 年（1815）4 月 22 日生まれ、麗山は

享和 2 年（1802）9 月 23 日生まれということで、二人の間には 13 歳の年

齢差があることになる。桜岳日記には、麗山のことを『麗山子』と表記する

のが最も多くみられる。これは、日記の開始時期である天保 12 年頃、麗

山はすでに駿河国では著名な画家であったことから、尊敬の意味と年長

者への敬慕の念が随所にあらわれている。とくに、桜岳と麗山が酒を酌

み交わしながら、書画の話、富士山や曽我の話をする場面などが多く見

られるのは、年齢差以上に近しく感じる友情が垣間見えてくるのである。 

 

 

天保 13 年 5 月 29 日の条には、「夕

方麗山子来り、祖父祖母様画像・母様

画像等心懸置認メ呉候様頼ミ」とあるな

ど、桜岳の家族ぐるみの親交があらわさ

れている。麗山はこの時期大宮町や黒

田村に滞在し、好んで富士山や白糸の

滝の絵などを描いていたようで、大頂寺

や桜岳の家などのふすま絵を描いてい

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

角田桜岳日記 

角田桜岳肖像画 

（角田利夫氏所蔵） 

「
角
田
桜
岳
日
記
」 

天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
五
月
一
九
日
条 

翻
刻 

又
岸
岱
虎
の
画
の
碑
此
度
不
二
頂
上
へ
建
ル
処
、
彫
刻
人
全
体
江
戸

か
京
都
ゟ
参
り
可
申
之
処
、
参
り
不
申
ニ
付
、
乙
吉
ミ
か
き
よ
り
取

懸
り
、
此
節
画
の
方
へ
懸
、
七
分
彫
上
ケ
候
由
、
乍
去
こ
の
雨
天
ニ

て
紙
し
め
り
彫
候
事
不
相
成
ニ
付
、
天
気
迄
下
り
候
由
也 

解
説 

蹲
虎
の
碑
（
岸
岱
虎
の
画
の
碑
）
の
製
作
の
様
子
を
記
す
。
彫
刻
人

が
江
戸
か
京
都
か
ら
来
る
べ
き
と
こ
ろ
、
来
な
い
の
で
、
乙
吉
と
い

う
石
工
が
製
作
に
取
り
掛
っ
た
こ
と
や
、
こ
の
こ
ろ
に
絵
の
彫
刻
に

取
り
掛
り
、
七
割
方
出
来
上
が
っ
た
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

「
角
田
桜
岳
日
記
」 

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
四
月
一
日
条 

翻
刻 

…
…
様
く
わ
し
く
申
遣
ス
、
尚
白
糸
滝
の
画
・
曽
我
殿
滝
の
画
麗
山

氏
認
候
を
、
河
津
家
へ
と
ゝ
け
呉
候
様
申
遣
ス
也
、
弐
枚
入
用
凡
二

百
疋
余
也 

解
説 

麗
山
が
描
い
た
白
糸
滝
（
白
糸
ノ
滝
）
、
曽
我
殿
滝
の
絵
を
河
津
家

へ
届
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
曽
我
殿
滝
は
現
在
の
音
止
め
の
滝
に

あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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浅
間
大
社 

大
頂
寺 

平
等
寺 

角
田
邸 

「神戸麗山と富士宮」展 

期 間 ： 平成２９年１２月９日～平成３０年３月２５日 

場 所 ： 富士宮市立郷土資料館 （富士宮市宮町１４－２） 

問合せ先 ： 富士宮市教育委員会 文化課 （埋蔵文化財センター） 

TEL）０５４４－６５－５１５１  FAX）０５４４－６５－２９３３ 

 

角田桜岳邸周辺図（明治初年の大宮町地図より） 

「
角
田
桜
岳
日
記
」 

弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
正
月
四
日
条 

翻
刻 

一
終
日
二
階
ニ
而
麗
山
子
画
を
認
候
を
見
る
、
八
ッ
頃
柚
野
石
工
勝
蔵
来

る
、
又
石
工
安
蔵
来
る
、
か
れ
わ
れ
方
ニ
無
義
理
あ
る
も
の
ゝ
処
い
ろ
〳
〵

わ
び
い
た
し
つ
れ
と
も
、
わ
れ
不
聞
か
れ
帰
る
、
勝
蔵
吾
坐
敷
の
二
階
へ
通

し
く
れ
候
様
願
候
故
通
す
、
か
れ
ハ
石
工
な
か
ら
幅
も
の
な
と
好
候
も
の

也
、
麗
山
両
人
ニ
而
酒
と
ふ
べ
る
、
夜
二
階
下
ニ
而
咄
し
又
更
て
中
居
ニ
而

泊
す
、 

解
説 

麗
山
と
桜
岳
の
交
流
に
関
す
る
記
録
。
桜
岳
が
一
日
二
階
で
麗
山
が
絵
を
描

く
様
子
を
見
学
し
て
い
た
こ
と
や
、
麗
山
ら
と
酒
を
飲
む
様
子
が
記
さ
れ

る
。 

角
田
桜
岳
日
記
に
は
、
こ
の
他
に
も
桜
岳
と
麗
山
が
酒
を
酌
み
交
わ
す
様
子

が
し
ば
し
ば
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
角
田
桜
岳
日
記
」 

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
一
〇
月
一
三
日
条 

翻
刻 

麗
山
柚
野
の
石
工
を
つ
れ
一
泊
し
、
今
日
岩
本
へ
参
り
候
よ
し
、
両
人
と
も

参
候
ハ
京
都
岸
岱
か
た
へ
遣
候
も
の
を
不
二
川
川
役
人
へ
頼
ニ
参
候
よ
し
也 

解
説 

麗
山
が
柚
野
の
石
工
を
つ
れ
て
一
泊
し
、
翌
日
岩
本
へ
行
き
、
富
士
川
川
役

人
を
頼
っ
て
京
都
の
岸
岱
へ
贈
り
物
を
し
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
る
。
麗
山

と
岸
岱
と
の
交
流
を
示
す
記
録
。 
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① 

平成 30 年 3 月 14 日（水） 

第３回歩く博物館探索会 

火伏念仏と内野区の歴史をめぐる 
スタート → ① 法蔵院 → ② 内野北谷戸の道祖神 → ③ 内野の発電所 → 
④ 内野神社 → ⑤ 横手沢分流ゲート → ⑥ 北山用水取入れ口 → 
⑦ 石造物 → ⑧ 鬼橋 → ⑨ 内野の火伏念仏 → ゴール  （約４ｋｍ） 

【問合せ先】 
富士宮市教育委員会事務局 教育部 文化課埋蔵文化財センター 

電話 0544-65-5151 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

スタート・ゴール 

資料ⅲ 第３回 歩く博物館探索会配布資料 
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（１）富士宮市文化財保護審議会委員及び富士宮市立郷土資料館運営協議会委員 

    任   期  平成 29 年９月１日から平成 31 年８月 31 日まで 

根拠法令等  富士宮市文化財保護条例第 45 条第２項 

          富士宮市立郷土資料館条例第６条第３項 

 

 

（２）史跡富士山整備委員会委員 

 氏  名 役  職  等 分  野 

委員長 坂詰 秀一 立正大学名誉教授・元学長 考古学 

副委員長  田中 哲雄 元東北芸術工科大学芸術学部歴史遺産学科教授  
姫路市日本城郭研究センター名誉館長 

造園学 
遺跡整備 

委 員 建部 恭宣 富士宮市文化財保護審議会委員 
元富士山世界文化遺産静岡県学術委員会委員 建築学 

委 員 谷川 章雄 早稲田大学人間科学学術院長 考古学 

委 員 中村  羊一郎 静岡産業大学総合研究所客員研究員 
元富士山世界文化遺産静岡県学術委員会委員 民俗学 

委 員 渡井 正二 富士宮市文化財保護審議会委員 
元富士山世界文化遺産静岡県学術委員会委員 

近世史 
民俗学 

 
 
 
 

 氏  名 分  野 

会 長 植松 章八 考古・史跡 

副会長 北垣 俊明 天然記念物（地質・鉱物） 

委 員 芦澤 幹雄 地域史 

委 員 小川 只道 重要文化財管理（大石寺） 

委 員 川名 義博 重要文化財管理（北山本門寺） 

委 員 鈴木 雅史 重要文化財管理（富士山本宮浅間大社） 

委 員 建部 恭宣 建造物 

委 員 松田 香代子 民俗・無形民俗文化財 

委 員 山口 裕嗣 重要文化財管理（西山本門寺） 

委 員 渡井 正二 民俗・古文書 

委 員 渡邊 定元 天然記念物（植物） 

資料ⅳ 各委員会等委員名簿 
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（３）名勝及び天然記念物「白糸ノ滝」整備委員会委員 

 氏  名 役  職  等 分  野 

委員長 渡邊 定元 
元東京大学教授 
φ森林環境研究所長 

生態 
環境 

副委員長  天野 光一 日本大学理工学部教授 景観工学 

委 員 池邊 このみ 千葉大学園芸学部教授 景観論 
環境計画 

委 員 佐野 貴司 国立科学博物館地学研究部鉱物科学研究グループ長 
地質学 

岩石・鉱
物・鉱床学 

委 員 関 文夫 日本大学理工学部教授 土木工学 

委 員 渡井 正二 
富士宮市文化財保護審議会委員 
元富士宮市世界遺産関連学術調査指導員 

近世史   
民俗学 

 
 

（４）史跡大鹿窪遺跡整備基本計画策定委員会委員 

 氏  名 役  職  等 分  野 

委員長 向坂 鋼二 前静岡県考古学会会長 考古学 

委 員 遠藤 克実 大鹿窪区区長 地域代表 

委 員 北垣 俊明 
富士宮市文化財保護審議会副会長 

奇石博物館副館長 
地質学 

委 員 小林 謙一 中央大学文学部教授 考古学 

委 員 篠原 和大 静岡大学人文社会科学部教授 考古学 

 

※平成 30 年３月 31 日現在（委員・役職名等） 

※委員は五十音順 
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富士宮市内指定文化財等一覧 

                         〈平成 30 年３月３１日現在〉 

国指定文化財（21 件） 

種別 文化財の名称 所在地 所有者（管理者） 指定年月日 

重要文化財・建造物 富士山本宮浅間神社本殿 宮町 富士山本宮浅間大社 明 40. 5.27 

 〃   ・ 〃 大石寺五重塔 上条 大石寺 昭 41. 6.11 

 〃   ・絵 画 絹本著色富士曼荼羅図 宮町 富士山本宮浅間大社 昭 52. 6.11 

 〃   ・工芸品 太刀（銘南无薬師瑠璃光如来/備前国長船住景光）  宮町 富士山本宮浅間大社 明 45. 2.8 

 〃   ・ 〃 脇差（銘奉富士本宮源式部丞信国/一期一腰応永廿四年二月日） 宮町 富士山本宮浅間大社  〃 

 〃   ・ 〃 太刀（銘吉用） 上条 大石寺 大 12. 3.28 

 〃   ・書跡典籍 法華経(常子内親王筆) 西山 西山本門寺 昭 24. 2.18 

 〃   ・ 〃 紺紙金字法華経(開結共) 西山 西山本門寺  〃 

 〃   ・ 〃 貞観政要巻第一(日蓮筆) 北山 北山本門寺 昭 27. 7.19 

 〃   ・ 〃 細字金字法華経(藍紙) 北山 北山本門寺 昭 29. 3.20 

 〃   ・古文書 法華證明鈔(日蓮筆) 西山 西山本門寺 昭 27. 7.19 

 〃   ・ 〃 日蓮自筆遺文 上条 大石寺 昭 42. 6.15 

 〃   ・ 〃 日蓮遷化記録(日興筆) 西山 西山本門寺 平 5. 1.20 

特別名勝 富士山 二合目以上他 （富士宮市他） 昭 27.11.22 

特別天然記念物 狩宿の下馬ザクラ 狩宿 個人（富士宮市） 昭 27. 3.29 

 〃 湧玉池 宮町他 富士山本宮浅間大社他 〃 

史 跡 千居遺跡 上条 大石寺 昭 50. 6.26 

 〃 大鹿窪遺跡 大鹿窪 富士宮市 平 20. 3.28 

 〃 富士山 八合目以上他 （富士宮市他） 平 23. 2. 7 

名勝・天然記念物 白糸ノ滝 原・上井出 （富士宮市） 昭 11. 9. 3 

天然記念物 万野風穴 山宮 （富士宮市） 大 11. 3. 8 

 

県指定文化財（24 件） 

種別 文化財の名称 所在地 所有者（管理者） 指定年月日 

建造物 西山本門寺本堂厨子 西山 西山本門寺 昭 29. 1.30 

 〃 富士山本宮浅間大社社殿 宮町 富士山本宮浅間大社   〃 

 〃 大石寺御影堂 上条 大石寺 昭 41. 3.22 

 〃 大石寺三門 上条 大石寺   〃 

絵 画 富士浅間曼荼羅図 宮町 富士山本宮浅間大社 昭 56.10.23 

工芸品 脇差（銘出羽大掾藤原国路） 大中里 個人 昭 37. 6.15 

 〃 青磁蓮弁文大壺 宮町 富士山本宮浅間大社 昭 52. 3.18 

 〃 青磁浮牡丹文香炉 宮町 富士山本宮浅間大社   〃 

 〃 人形手青磁大茶碗 宮町 富士山本宮浅間大社   〃 

 〃 鉄板札紅糸威五枚胴具足 宮町 富士山本宮浅間大社   〃 

書跡典籍 万暦本一切経 上条 大石寺 昭 52. 3.18 

 〃 重須本曽我物語 北山 北山本門寺 昭 53.10.20 

無形民俗文化財 富士宮囃子 宮町他 富士宮囃子保存会 平 7.3.20 

天然記念物 村山浅間神社の大スギ 村山 村山浅間神社 昭 31.5.24 

 〃 西山本門寺の大ヒイラギ 西山 西山本門寺   〃 

 〃 北山本門寺のスギ 北山 北山本門寺 昭 32.5.13 

 〃 大晦日五輪のカヤ 内房 個人 昭 40.3.19 

 〃 村山浅間神社のイチョウ 村山 村山浅間神社 昭 43.7.2 

 〃 上条のサクラ 上条 個人   〃 

 〃 富士山芝川溶岩の柱状節理 羽鮒 個人 昭 59.3.23 

資料ⅴ 富士宮市内指定文化財等一覧 
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種別 文化財の名称 所在地 所有者（管理者） 指定年月日 

天然記念物 猪之頭のミツバツツジ 猪之頭 個人 昭 60.11.29 

 〃 大晦日のタブノキ 内房 個人 昭 62.3.20 

 〃 芝川のポットホール 下柚野 （富士宮市） 平 7.3.20 

 〃 精進川の大カシワ 精進川 個人 平 29.3.24 

 

市指定文化財（37 件） 

種別 文化財の名称 所在地 所有者（管理者） 指定年月日 

建造物 平等寺の三門 東町 平等寺 昭 60.3.11 

 〃 井出家高麗門及び長屋 狩宿 富士宮市 平 7.3.16 

 〃 妙蓮寺５棟 下条 妙蓮寺 平 23.5.24 

 〃 上稲子八幡宮の厨子 上稲子 八幡宮 平 25.6.20 

 〃 龍興寺の厨子 内房 龍興寺   〃 

 〃 芭蕉天神宮本殿 内房 芭蕉天神宮   〃 

絵 画 天象の図 村山 村山浅間神社 昭 55.1.11 

 〃 太郎坊権現の図 村山 村山浅間神社   〃 

 〃 阿字曼陀羅 村山 村山浅間神社   〃 

 〃 伝末代上人画像 村山 村山浅間神社   〃 

彫 刻 大日如来坐像（胎蔵界） 村山 村山浅間神社 昭 57.8.23 

 〃 大日如来坐像（金剛界） 村山 村山浅間神社   〃 

 〃 大日如来坐像（胎蔵界） 村山 村山浅間神社   〃 

 〃 役行者倚像 村山 村山浅間神社   〃 

 〃 不動尊像 村山 村山浅間神社   〃 

 〃 随身像 宮町 富士山本宮浅間大社 平 5.5.25 

工芸品 伝源義助作大薙刀 宮町 富士山本宮浅間大社 昭 40.5.10 

〃 弥陀観音勢至の軸（阿弥陀三尊雲越之来迎図） 上柚野 延命寺 平 24.5.24 

書跡典籍 後陽成天皇宸翰 宮町 富士山本宮浅間大社 昭 40.5.10 

 〃 外国語（英・蘭）辞書類一括 中央町 個人 昭 63.4.15 

古文書 袖日記 大宮町 個人 昭 60.3.11 

考古資料 三連甕形土器 黒田 個人 昭 55.1.11 

 〃 安養寺の土偶 杉田 安養寺 昭 57.8.23 

 〃 駿州富士郡二股村石経塚 粟倉 個人 昭 63.4.15 

 〃 銅造虚空蔵菩薩像懸仏 宮町 富士山本宮浅間大社 平 29.5.18 

無形民俗文化財 火伏念仏 内野 火伏念仏保存会 平 11.1.26 

 〃 富士山本宮浅間大社流鏑馬 宮町 富士山本宮浅間大社流鏑馬保存会 平 18.9.8 

史 跡 大室古墳 小泉 （上小泉八幡宮） 昭 60.3.11 

 〃 中野梅市建立の句碑 黒田 本光寺   〃 

 〃 虚空蔵社古墳 西小泉町 個人 平 5.5.25 

天然記念物 大宮縄状溶岩 元城町 富士宮市 昭 44.4.1 

 〃 フジキクザクラ 上条 大石寺 昭 57.8.23 

 〃 中央町のカヤ（カヤの木） 中央町 個人   〃 

 〃 猫沢のカシワ 猫沢 個人 平 26.4.30 

 〃 西山本門寺のシダレマキ 西山 西山本門寺   〃 

 〃 寛妙寺のイヌマキ 内房 （橋上町内会）   〃 

 〃 平野のエドヒガンザクラ 羽鮒 平野町内会 平 29.5.18 

 

国登録有形文化財（１件） 

種別 文化財の名称 所在地 所有者（管理者） 登録年月日 

建造物 吉澤家住宅煉瓦蔵 宮町 個人 平 27.3.26 
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人穴富士講遺跡 溶岩洞穴「人穴」入洞予約受付について 

 
人穴富士講遺跡案内（溶岩洞穴「人穴」入洞）予約受付について(平成 30年７月９日より受付開始)  

 

遺跡内案内概要 

碑塔群及び洞穴「人穴」のガイドです。 

 

【案内可能日】 

土・日・祝日 

【案内時間】 

①午前 10時 00 分～ 

 ②午前 11 時 00 分～ 

 ③午後１時 00分～ 

 ④午後２時 00分～ 

【定  員】 

各時間帯ごと定員 20 名 

【予約開始日】 

案内希望日の一ヶ月前 

【入洞に関する制限】 

・年齢制限 小学生以上 

（未成年者は保護者同伴） 

 ・雨天時は入洞できません。 

 ・階段・歩道が凍結する恐れがあるため、12

月１日～２月 28 日(気候条件により変更あ

り)は入洞できません。 

 ・洞穴内は足場が悪いため、補助具なしで歩

行ができ、階段の昇降、腰を屈めての歩行

ができる方に限ります。 

 

【注意事項等】 

・ガイド時間は１時間程度です。 

（洞穴内案内時間は、20 分程度です。） 

 ・一度に入洞できる人数は 10 名程度です。 

 ・予約時間の 10 分前には、人穴富士講遺跡

案内所前にお集まりください。 

 ・ご予約の時間どおりにご案内出来ない場合

があります。 

※安全確保のため、気象状況等の理由で、当日

急遽入洞制限が行われる場合がございます。

当日の状況により判断されますので、当日現

地にてご確認いただくか、人穴富士講遺跡案

内所(電話：0544-52-1620)へ直接お問い合わ

せください。 

 

 

 

 

 

 

案内予約方法 

【予約受付日】 

月曜日～金曜日(祝日を除く) 

【受付時間】 

午前９時～正午、午後１時～午後４時 

【受付締切】 

定員に達した時点、または、入洞日の直

前の木曜日(祝日の場合はその前日)まで 

 

 

 

 

【予約方法】 

（１）富士宮市役所６階 文化課窓口  

（２）電話 0544-22-1187  

※FAX、メールでの予約は不可。 

【入洞料金】 

無料 

 

資料ⅵ 溶岩洞穴「人穴」の入洞予約について 

人穴入口 
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※入洞予約をキャンセルする場合には、予約日の２日前まで(祝日の場合はその前日)は文化課

（電話：0544-22-1187）へ、または、当日に直接人穴富士講遺跡案内所（電話：0544-52-1620）

へご連絡ください。 

１.注意事項が守れない場合は、入洞をお断りする場合があります。 

２.案内中の事故・負傷につきましては責任を負いかねますので、十分ご注意の上、お申し込

みください。 

 

注意事項 

・現地ガイドの同伴なしでの入洞はできません。 

・現地ガイドの案内に必ず従い入洞してください。 

・服や靴が汚れる場合がありますので、汚れてもいい服装・履物でおこしください。かかとの

ない靴（サンダル等）での入洞はご遠慮ください。 

・足元が大変滑りやすくなっておりますので、ゴム底などの滑りにくい履物でおこしください。 

・安全のため、ヘルメットの着用が必要です。現地でヘルメットを貸し出しておりますので、

必ず着用し、入洞終了後にご返却ください。子供用ヘルメットにつきましては、ご用意して

おりませんのでご持参ください。 

・洞穴内に照明はございません。現地でヘッドライトを貸し出しています。入洞終了後にご返

却ください。 

・洞穴内は足場が悪いため、補助具なしで歩行ができ、階段の昇降、腰を屈めての歩行ができ

る方に限ります。 

・予約された場合でも、前日または当日の天候状況によって、急遽入洞制限が行われる場合が

あります。 

 また、当日が晴天の場合でも、雨天後は洞穴の中に水がたまる場合がありますので、入洞制

限が行われる場合があります。ご了承ください。 

 ※事前にご連絡はできませんので、当日に直接人穴富士講遺跡案内所(電話：0544-52-1620)

へお問い合わせください。案内所は土・日・祝日(12 月 29 日～１月３日除く)のみ開館し

ています。 

・ペットの同伴はできません。 

・洞穴内では火気厳禁・飲食禁止です。 

・見学者の不注意や注意事項違反により発生した事故・負傷につきましては、責任を負いかね

ますので、十分ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 31 年３月現在の予約方法です。最新の予約方法についてはホームページでご確認ください。 

お問い合わせ（休日・祝日） 

人穴富士講遺跡案内所 

（10:00～15:00） 

電話番号：0544-52-1620 

お問い合わせ（平日） 

富士宮市教育委員会 教育部 文化課 学術文化財係 

〒418-8601 静岡県富士宮市弓沢町 150 番地(市役所６階) 

電話番号： 0544-22-1187 

ファックス番号：0544-22-1209 

メール：e-bunka@city.fujinomiya.lg.jp 
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